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Location of JA’s Facilities
시설개요

❾上支所

❹本町支所

❸鶴巻支店

❺東支所

10秦野駅前JAビル

❷大根支所

❻南支所

●特産センター渋沢店

●JAセレモニーホールはだの

はだのじばさんず JAデイサービスセンターはだの❶JAはだの本所

❽西支所 ❼北支所

北支所

鶴巻支店

大根支所

西支所
西給油所

東支所
東給油所

本町支所
JAさわやか館

秦野駅前JAビル
（株）協同コンサルトはだの

上支所

南支所

JAはだの本所
はだのじばさんず
ケアセンター
JAデイサービスセンターはだの
JAグリーンはだの
農業機械センター
旅行センター
JAふれあいプラザ
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　秦野市は神奈川県の西部に位置し、東西約13.6km、南
北約12.8kmで面積は103.76k㎡あり、市の中心部から東京
へは約60km、横浜へは約37kmのところに位置し、「丹沢大
山国定公園」をはじめとする豊かな自然に恵まれた神奈川
県央の中核都市です。
　市の北部には神奈川県の屋根といわれる丹沢山塊が連
なり、南部には渋沢丘陵と呼ばれる台地が東西に走り、県下
で唯一の盆地です。
　気候はいわゆる太平洋気候を示し、冬は温度の低い晴天
の日が続き、夏は高温多湿となりますが、平均的にみて気候
は温暖です。年間平均気温は16.3℃、降雨量は1,505.5㎜
で県下では比較的多い方です。

　秦野は、かつて「たばこ」の産地として知られ、秦野葉は水
府（茨城県）、国分（鹿児島県）と並んで“日本三大葉たばこ”
の一つとして名を高めていました。三百年以上の伝統を持つ
葉たばこづくりを中心に、冬作は麦、菜種、夏作は落花生、陸
稲など、普通作との輪作体系が長い間行われてきました。
　しかし1960年代後半になり、急速な都市化の進展により、
農業経営も都市型農業へと方向が変わり、1984年（昭和59
年）を最後に伝統的な葉たばこ栽培は姿を消しました。
　それに代わって、バラエティーに富んだ作目の導入と経営
が行われるようになりました。秦野の農業粗生産額は36億円
で、野菜、生乳、花きの占める割合は60％と非常に高い比率
となっています。
　花き園芸は、カーネーション、バラ、シクラメン、小菊、アス
ター等、温室・露地栽培ともに先進的な農業経営が行われてHadano city l ies in the western part of Kanagawa 

prefecture. The city is about 13.6 km wide from the east 
to the west and about 12.8 km long from the north to the 
south. It has a land area of 103.61 ㎢. The distance from 
the city center to Tokyo is about 60 km, and the distance 
to Yokohama is about 37 km. The city is a major urban 
area in central Kanagawa prefecture and is blessed with a 
rich abundance of nature.

　Hadano city used to be known as a major source of 
tobacco, and its tobacco was famous as one of the “three 
major leaf tobaccos in Japan.” With the tradition of leaf 
tobacco farming that goes back more than 300 years as 
the main crop, a rotation system with other common crops, 
such as oats and rapeseeds in winter and peanuts, dry fi eld 
rice and so on in summer, had long been in operation.
　However, in the late 1960’s, due to rapid urbanization, 
the farm management switched its focus toward urban 
agriculture. As a result, the tradition of leaf tobacco 
farming was brought to an end in 1984.
　Instead, farming management changed, introducing 
a variety of crops. Hadano city’s gross production of 
agriculture was 3.6 billion yen, and the percentage of 
vegetables, raw milk and fl owers has reached as much as 
60%.
　In the area of flower horticulture, advanced farm 
management techniques are used in both greenhouse and 
open-field culture of carnations, roses, cyclamens, small 
chrysanthemums and asters, amongst others. In order to 

　Although it is cold and clear in winter and hot and 
humid in summer, the climate is generally mild. The 
annual mean temperature is 16.3degrees centigrade and 
the annual mean rainfall is 1,505.5 mm, which is relatively 
high in the prefecture.

achieve stable management, is working with new crop 
breeds, labor saving initiatives, improvement of cultivation 
techniques, etc.
　Vegetables, strawberries, cucumbers, tomatoes and other 
varieties are grown in plastic and glass greenhouses. Open-
fi eld culture is also popular, and the products are shipped 
mainly for local consumption.
　As for fruits ,  various kinds are cult ivated, from 
tangerines to apples, for which the northern limit for 
cultivation is said to be around this region. The variety 
includes tangerines, grapes, pears, chestnuts, kiwi fruits 
and others. 
　Stockbreeding management has been forced into retreat 
due to the advancement of urbanization, and the number of 
feeders is decreasing.
　The conditions surrounding the agriculture in Hadano 
city present many problems such as the liberalization of 
imports, the difficulty of finding successors, and so on. 
These problems are the major factors that prevent solid 
development.

　交通は、小田急線が市街地を東西に縦貫しており、新宿
へ１時間、小田原へは20分で連絡、市内に４駅あります。道
路網は市内中央部を国道246号線が東西に走り、東名高速
道路の秦野中井インターチェンジが設置され、周辺の主要
都市に通じています。
　近年、都市化が進み企業の進出や、工業団地の形成、人
口増加に伴う大型店舗の進出が目立っています。また、首都
圏への通勤範囲であることから、ベッドタウン化が強まり、人
口も2020年（令和2年）3月末現在、16万4,662人となりました。
「みどり豊かな暮らしよい都市」を目指し、首都圏の中都市と
して発展しつつあります。

います。経営安定のため、新品種の導入、省力化、栽培技術
の向上等に取り組んでいます。
　野菜類はビニールハウス、ガラス温室によるイチゴ、キュウ
リ、トマト等の栽培が盛んに行われています。また露地栽培も
盛んで、地場消費を中心に出荷されています。
　果実は、ミカン、ブドウ、ナシ、クリ、キウイフルーツ等、栽培の
北限といわれるミカンからリンゴまで、多くの種類が栽培され
ています。
　畜産経営については、都市化が一段と進む中で後退を余
儀なくされ、飼養農家戸数は減少しています。
秦野の農業を取り巻く環境は、輸入自由化、後継者不足等、
課題は山積し、健全な発展をはかる上で大きな阻害要因と
なっています。

Summary of Hadano-city秦野市の概要 秦野市(하다노시)의 개요01No.
Agriculture of Hadano-city秦野市の農業 秦野市의 농업04No.

Changes in Operating Cultivated Land経営耕地面積の推移 경영경지면적의 추이05No.

Changes in the Population of Hadano-city秦野市の人口の推移 秦野市의 인구추이02No.

City Planning Area and Use Districts Area都市計画区域及び用途地域面積 도시계획구역 및 용도지역면적03No.

［単位（Unit）：戸、人（household, person）］

［単位（Unit）：ha］

［単位（Unit）：ha］

（神奈川県令和元年度土地統計資料集、秦野市調べ）

1. 経営耕地とは農家が経営する耕地をいい、経営耕地面積とは田、樹園地、畑それぞれの総面積を加えたものです。
2. 田、畑の面積には一時的な休耕地も含まれています。さらにこの中には農家が他人から借入れている耕地も含まれていますが、貸付けている耕地は含まれていません。
3. 2005年以降の地目別面積は、販売農家の面積から算出しています。

注

秦野市調べ（各年３月末現在）

1970 1980 1990 2000 2010 2015 2016 2017 2018 2019 2020
総人口

Total Population 75,116 119,788 153,319 168,178 170,114 168,204 166,801 166,093 165,560 164,998 164,662
世帯数

No. of households 19,550 35,351 52,286 62,202 69,894 71,501 69,769 70,348 70,978 71,597 72,223
一世帯当たり人口
Population per household 3.85 3.39 2.93 2.70 2.43 2.35 2.39 2.36 2.33 2.30 2.28

年次 FY

田
Paddy Field

畑
Upland Field

樹園地
Orchards

経営耕地総面積
Operating Cultivated Land

1970 339 1,657 189 2,185
1975 261 1,200 281 1,742
1980 239 1,036 282 1,557
1985 215 909 239 1,362
1990 195 781 227 1,203
1995 176 639 224 1,039
2000 157 600 202 959
2005 131 482 176 789
2010 135 475 162 772
2015 112 447 137 696

年次 FY
項目 Items

用途地域面積
（市街化区域の内訳）

Use Districts Area
（Breakdown of  Urbanization Promotion Area）

工業専用  Exclusivery for Industry 212.0 8.7％
工業  Industry 149.0 6.1％
準工業  Semi-Industry 107.0 4.4％
商業  Commercial Area 28.0 1.1％
近隣商業 Neighboring Commercial Area 55.0 2.3％
準住居 Semi-Residence 28.0 1.1％
第2種住居 Part-2 residence 129.0 5.3％
第1種住居 Part-1 residence 442.0 18.1％
第2種中高層住居専用  Part-2 Hight and Medium-Rise residence 8.5 0.3％
第1種中高層住居専用  Part-1 Hight and Medium-Rise residence 666.0 27.3％
第2種低層住居専用   Part-2 Low-Rise residence 1.9 0.1％
第1種低層住居専用   Part-1 Low-Rise residence 612.0 25.1％

都市計画区域
City Planning Area

市街化区域  Urbanization Promotion Area 
（うち市街化区域農地面積）
（うち生産緑地地区指定面積）

2,438.4
（99.0）

（102.0）

23.5％
（1.0%）

市街化調整区域  Urbanization Control Area 
（うち農業振興地域面積）
（うち農用地区域面積）

7,938.0
（3,439.0）

（716.0）

76.5％

計 TOTAL 10,376.0 100％ （農林業センサス結果、秦野市調べ）
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　秦野市農協は1963年（昭和38年）８月１日、市内の大根

農協、本町農協、東秦野農協、南秦野農協、北秦野農協の

５農協が合併して誕生しました。この時の組合員は2,560名

（正2,208名、准352名）でした。

　1966年（昭和41年）３月１日には市内の秦野市農協と西

秦野農協、上秦野農協が二次合併し、現在の秦野市農

協になり秦野市内の農協は完全に一本化され、組合員は

3,943名（正2,986名、准957名）となりました。

　Five Agricultural Cooperatives merged in 1963 to 

establish the Hadano City Agricultural Cooperatives (JA 

Hadano). The number of members at the time was 2,560 

(2,208 regular members and 352 associate members).

　In 1966, it became the present Hadano City Agricultural 

Cooperative, with 3,943 members (2,986 regular members 

and 957 associate members).

1963年（昭和38年） 秦野市農協設立（8月）
1968年（昭和43年） 第１回組合員訪問日を実施（8月26日）
1971年（昭和46年） 宅地建物取引業者免許取得（8月）

1972年（昭和47年）
菩提に荒茶工場が完成（5月）
平沢に本所新事務所が完成（6月）
貯金業務を電算機に移行（10月）

1981年（昭和56年） 結婚相談所を開設（1月）
1982年（昭和57年） 組合員教育特別積立金の積立開始（4月）
1986年（昭和61年） 農業団地センター完成（4月）

1989年（平成元年） 「株式会社 協同コンサルトはだの」設立（5月）
冷凍ゆで落花生加工施設竣工（8月）

1993年（平成5年） 「ＪＡはだの旅行センター」オープン（5月）
1997年（平成9年） 「ＪＡグリーンはだの」オープン（9月）
1998年（平成10年） 「ＪＡセレモニーホールはだの」オープン（11月）
2000年（平成12年） 「ＪＡはだのケアセンター」オープン（4月）
2002年（平成14年） ファーマーズマーケット「はだのじばさんず」オープン（11月）
2004年（平成16年） 「ＪＡデイサービスセンターはだの」オープン（4月）
2005年（平成17年） 「はだの都市農業支援センター」開所（12月）
2009年（平成21年） 「はだのじばさんず」リニューアルオープン（1月）
2013年（平成25年） 創立50周年記念式典を挙行（8月）
2018年（平成30年） 「はだのじばさんず」来店者800万人を突破（12月）

■第１回通常総会 ■農業の支援機能を一本化「はだの都市農業支援センター」開所 ■JAはだのオリジナルキャラクター「やえのちゃん」「ぴーなマン」が登場

■座談会（昭和45年10月） ■第56回通常総会

■第1回組合員訪問日

■冷凍ゆで落花生「うでピー」の加工施設竣工式 ■イオン秦野店に地場産コーナー設置

［単位（Unit）：人（Person）］

1963 1970 1980 1990 2000 2010 2016 2017 2018 2019

正組合員
Regular Members 2,208 2,880 2,606 2,652 2,592 3,104 3,012 2,990 2,918 2,837

准組合員
Asso. Members 352 2,408 2,985 4,030 4,101 8,413 11,266 11,436 11,593 11,653

組合員数
Total No. of Members 2,560 5,288 5,591 6,682 6,693 11,517 14,278 14,426 14,511 14,490

年度末

■組合員の動向 No. of Members
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Inauguration発　足 발 족06No.
Record of Events and Activitiesこれまでの実践活動 지금까지의 실천활동07No.
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